




第３号様式の３（第９条の３）            

景 観 配 慮 に 関 す る 見 解 書 
 

 

１．共通事項 

行為計画地周辺の景観の特徴（景観的特性、景観資源等）をつかみ、記入する。 

 

 

着 眼 点 計 画 地 周 辺 の 現 況 等 記 入 欄  

地 域 的 特 徴 商業地・観光地として多種な用途の店舗が連続している。  

まち並みの連続性 2・3階建が主で6階までの建物が立ち並び統一性がない。  

周辺建物のデザイン 雑然としデザインを意識している建物は少ない。  

眺 望 景 観 通りの建物で歩行者目線の眺望景観を遮っている。  

景 観 資 源 鶴岡八幡宮 段葛  

 

２．建築物の建築 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄  

配 置  ◎ 道路面空地を配し街並みにゆとりを取り入れた。  

形 態 意 匠   ◎ 整形でシンプルな形状とし耐震性・耐火性の高い建物とした。  

色 彩   ◎ 
既存建物のイメージを残し調和・落ち着きの印象がある茶・ベージ

ュ色を基本としている。 
 

建 築 設 備 ◎ 屋上（道路奥側）へ計画。  

外 構 緑 化 ◎ 道路面に中木・低木を計画し他周辺と差別化。  

 

３．開発行為 

１で整理した内容、土地利用類型別の方針及び基準を踏まえ計画し、各項目の自己評価を

行い、配慮した事項を記入する。 

 

項 目 
自 己 
 

評 価 
配 慮 事 項 記 入 欄  

造 成     

擁 壁    

敷き際・緑化     

 

自己評価  ◎ ：十分配慮した 〇 ：配慮した △ ：部分的に配慮した × ：配慮できなかった 
















